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六
浄
一
と
中
野
専
照
寺

次
に
、
中
野
専
照
寺
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
よ
、
7
0

大
町
専
修
寺
が
浄
土
宗
に
著
し
く
傾
倒
し
て
い
っ

た
点
に
つ
い
て
は
既
に
第
一
節
で
述
べ
た
が
、
か
か

る
事
態
は
第
四
世
某
に
至
っ
て
も
変
わ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
状
況
を
横
越
に
下
向
し
た

奉
摂
寺
普
喜
(
証
誠
寺
を
兼
住
)
が
聞
き
付
け
て
本

願
寺
に
注
進

L
た
た
め
、
つ
い
に
永
享
七
年
(
一
四

三
五
)
頃
に
専
修
寺
は
本
願
寺
か
ら
「
御
門
徒
を
は

な
さ
れ
畢
」
(
『
異
本
反
古
裏
書
』
)
と
、
破
門
さ

泉

鯖
屋
誠
照
寺
・
中
野
専
照
寺
の
成
立
(
下
)

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
態
は
『
中
野
物

語
』
に
も
、
「
本
願
寺
巧
如
様
よ
り
被
放
御
手
候
」

と
記
さ
れ
て
い
て
、
巧
如
に
よ
る
措
置
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
突
然
に
専
修
寺
が
破
門
さ
れ
た
こ
と

で
、
専
修
寺
に
従
っ
て
き
た
門
徒
は
と
り
残
さ
れ
て

し
ま
い
、
お
お
い
に
困
惑
を
来
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
彼
ら
は
新
た
に
足
羽
郡
中
野
村
に
専
照
寺
を

創
建
し
て
、
こ
れ
を
中
心
に
結
束
し
た
行
動
を
取
る

こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
、
中
野
専
照
寺
関
起
浄
一
法
師
ハ
、
如
道
三
男

ト
モ
申
伝
、
又
帆
山
誓
願
寺
関
起
道
願
カ
子
ト

モ
承
伝
候
。
彼
是
見
合
せ
候
へ
ハ
、
道
願
カ
子

ノ
様
ニ
モ
相
見
へ
申
候
。
引
分
一
一
付
、
大
町
・

中
野
引
分
ト
申
書
物
御
座
候
・
:
(
中
略
)
・

て
専
照
寺
浄
一
ハ
如
道
ノ
末
子
。
倉
谷
ノ
御
所

ト
申
ニ
相
勤
在
候
ヲ
、
中
ノ
寺
住
職
ニ
旦
那
共

願
候
て
、
梶
尾
村
ニ
罷
成
候
を
招
戴
仕
候
由
。

其
時
迄
大
町
左
兵
衛
ト
申
候
由
。
右
俗
人
、
本

寺
式
ヲ
支
配
ニ
付
、
万
端
末
学
を
以
式
相
勤
、

付
法
之
義
ハ
帆
山
・
河
北
・
ヤ
シ
ロ
一
二
ケ
寺
ヨ

リ
相
伝
候
付
、
只
今
一
一
中
野
宗
ハ
安
心
も
三
流

ニ
て
御
座
候
。
三
流
ト
モ
ニ
相
伝
仕
候
へ
共
、

愚
意
ニ
ハ
不
将
千
万
ニ
御
座
候
。
有
名
無
実
ノ

言
語
モ
、
言
語
道
断
共
ニ
御
座
候
。
右
大
町
ト

引
分
候
節
、
本
願
寺
巧
如
様
よ
り
被
放
御
手
候

故
、
浄
一
ハ
出
雲
路
毒
摂
寺
ノ
下
寺
ニ
罷
成
、

其
後
少
之
問
、
真
言
宗
ノ
田
中
善
法
寺
下
ニ
罷

成
候
様
ニ
被
存
候
問
、
寺
院
・
旦
那
共
ニ
真
言

ヲ
唱
習
来
者
も
御
座
候
。
正
保
・
慶
長
年
号
迄

ハ
、
道
念
仏
ニ
光
明
真
言
ヲ
と
な
へ
申
候
由
、

若
杉
村
専
通
寺
了
官
物
語
被
申
・
:
(
中
略
)
・
:

又
方
々
ニ
善
導
・
法
然
之
御
影
有
之
義
ハ
、
専

修
寺
如
浄
、
全
一
代
小
坂
義
ヲ
修
行
故
、
右
之

通
ト
語
被
申
候
。
・
:
(
中
略
)
・
・

一
、
:
・
(
中
略
)
・
:
中
野
専
照
寺
関
起
浄
一

永
享
十
年
戊
午
七
月
十
日
。

(
『
中
野
物
語
』
)

右
の
『
中
野
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
中
野
専
照
寺
の

開
基
た
る
浄
一
は
、
永
享
十
年
(
一
四
三
八
)
七
月

ま
で
存
命
し
た
人
物
で
(
生
年
未
詳
)
、
如
道
三
男

と
も
、
ま
た
帆
山
誓
願
寺
の
開
基
道
願
の
子
と
も
伝

え
ら
れ
る
と
見
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
如
道

の
没
年
は
こ
れ
よ
り
百
年
ほ
ど
遡
っ
た
暦
応
三
年

二
三
四

O
)
で
あ
っ
た
か
ら
、
如
道
三
男
説
は
ま

っ
た
く
成
立
の
余
地
が
な
く
、
道
願
の
子
と
の
説
を
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採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

永
享
七
年
(
一
四
三
五
)
頃
に
専
修
寺
が
本
願
寺

か
ら
破
門
さ
れ
た
時
点
で
、
浄
一
は
ま
だ
俗
人
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
大
町
左
兵
衛
と
称
し
て
梶
尾
村

(
今
立
郡
西
樫
尾
村
か
)
に
居
住
し
、
倉
谷
(
鞍
谷
)

御
所
に
勤
仕
す
る
国
侍
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

彼
を
門
徒
衆
が
招
い
て
出
家
さ
せ
た
理
由
は
、
こ
の

時
点
の
専
修
寺
門
徒
の
う
ち
で
最
も
大
町
如
道
に
近

い
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
つ
ま
り
如
道

の
弟
子
た
る
帆
山
誓
願
寺
道
願
の
子
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
か
か
る
由
緒
正
し
き
人
物
を
推
戴
し
て
、

専
修
寺
破
門
と
い
う
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
こ
そ

が
、
残
さ
れ
た
旧
専
修
寺
門
徒
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

急
ぎ
出
家
し
た
浄
一
に
つ
い
て
は
、
彼
を
い
か
に

如
道
以
来
の
法
脈
に
位
置
付
け
る
か
の
「
付
法
」
の

手
続
き
が
問
題
と
な
る
が
、
門
徒
衆
は
こ
れ
を
、
帆

こ
ぎ
た

山
誓
願
寺
・
河
北
専
光
寺
・
ヤ
シ
ロ
若
杉
専
澄
寺
の

三
ケ
寺
か
ら
相
伝
す
る
形
式
で
乗
り
切
る
こ
と
と
し

た
。
そ
し
て
専
修
寺
に
代
わ
る
べ
き
新
た
な
本
寺
と

し
て
毒
摂
寺
善
喜
(
横
越
証
誠
寺
を
兼
住
)
を
選
ん

だ
の
で
あ
る
。
な
お
右
の
記
事
で
は
、
そ
の
後
に
真

言
宗
田
中
善
法
寺
の
末
寺
と
も
な
り
、
道
念
仏
に
光

明
真
言
を
唱
え
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
か
か
る

事
態
は
近
世
に
な
っ
て
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
専
修
寺
如
浄
が
浄
土
宗
小
坂
義
に
傾
倒
し
た
た

め
に
、
末
寺
の
う
ち
に
は
善
導
や
法
然
の
絵
像
を
所

持
す
る
寺
院
も
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
で
成
立
し
た
中
野
専

照
寺
で
あ
る
か
ら
、
同
寺
に
所
属
す
る
門
徒
衆
(
い

ま
は
三
門
徒
派
と
称
さ
れ
る
が
、
本
来
は
三
門
徒
中

野
派
と
呼
ぶ
べ
き
)
は
、
い
わ
ば
最
後
ま
で
大
町
専

修
寺
に
従
っ
て
い
た
者
達
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
所
在
地
を
再
点
検
す
る
と
、
足
羽
郡
大
町
村
の
近

在
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
最
後

の
専
修
寺
門
徒
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
専
修
寺
破
門
に
よ
っ
て
最
も
大
き
な

利
益
を
受
け
た
の
は
、
旧
大
町
門
徒
を
ま
る
ご
と
帰

参
せ
し
め
た
奉
摂
寺
善
喜
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
事
態

と
な
っ
た
の
も
、
蓋
ロ
喜
が
頻
繁
に
横
越
に
下
向
し
て

い
た
た
め
の
成
果
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
点

を
踏
ま
え
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、
『
異
本
反
古
裏

書
』
に
、

諸
人
迷
乱
あ
り
し
か
ハ
、

は
な
さ
れ
畢
。

申
上
ら
れ
、
御
門
徒
を

(
『
異
本
反
古
裏
書
』
)

と
語
ら
れ
る
箇
所
の
「
申
上
ら
れ
」
の
主
語
は
、
も

し
か
す
る
と
毒
摂
寺
善
喜
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

カ
か
く
し
て
毒
摂
寺
善
喜
は
、
横
越
証
誠
寺
の
無
，
住

化
を
奇
貨
と
し
て
こ
れ
を
兼
住
し
、
次
い
で
鯖
屋
誠

照
寺
を
帰
参
せ
し
め
、
さ
ら
に
永
享
七
年
頃
に
は
中

野
専
照
寺
(
残
さ
れ
た
旧
大
町
門
徒
)
を
も
帰
属
せ

し
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
永
享

七
年
頃
の
時
点
で
毒
摂
寺
善
喜
は
、
か
つ
て
の
大
町

専
修
寺
の
卓
越
し
た
格
式
と
地
位
を
す
べ
て
奪
い
去

り
、
ま
た
こ
こ
か
ら
派
生
し
た
横
越
・
鯖
屋
上
野
・

中
野
の
三
門
徒
派
寺
院
も
、
す
べ
て
そ
の
傘
下
に
納

め
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、

そ
の
背
後
に
は
本
願
寺
巧
如
の
権
威
、
す
な
わ
ち
専

修
寺
に
対
す
る
破
門
権
が
控
え
て
い
た
と
い
う
点
で

あ
ろ
、
7
。

七
浄
一
の
居
住
地

次
に
、
専
照
寺
の
創
建
地
が
中
野
村
に
定
め
ら
れ

た
経
緯
を
眺
め
て
み
よ
う
。

一
、
越
前
蕗
野
保
中
野
村
ハ
、
応
永
年
中
よ
り
京

北
山
金
閣
寺
之
御
領
分
也
。
故
ニ
専
照
寺
草
割

之
時
分
、
金
閣
寺
断
申
上
候
付
、
彼
寺
よ
り
中

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



75 

野
念
仏
道
場
ハ
当
代
之
建
立
、
寺
家
之
扶
持
人

ハ
諸
役
被
免
除
ノ
書
付
御
座
候
を
、
只
今
ハ
鹿

苑
院
様
ノ
御
朱
印
様
ニ
申
習
候
へ
共
、
御
口
行

三
拾
六
年
後
書
付
ニ
テ
御
座
候
。
専
照
寺
ハ
永

享
七
年
出
来
、
御
室
日
付
永
享
九
年
ト
御
さ
候
:
・

(

下

略

)

・

:

(

『

中

野

物

語

L

)

右
に
よ
れ
ば
、
中
野
専
照
寺
が
創
建
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
足
羽
郡
蕗
野
保
中
野
村
は
、
鹿
苑
寺
金
閣

が
応
永
年
間
よ
り
領
有
し
た
土
地
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
専
照
寺
が
永
享
七
年
(
一
四
三
五
)
に
建
立
さ
れ

る
際
に
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
申
し
入
れ
て
お
い

た
と
こ
ろ
、
同
九
年
ご
四
三
七
)
に
中
野
念
仏
道

場
を
扶
持
す
る
者
へ
の
諸
役
免
除
安
堵
状
が
発
せ
ら

れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

右
の
『
中
野
物
語
』
に
語
ら
れ
て
い
た
永
享
九
年

(
一
四
三
七
)
の
諸
役
免
除
安
堵
状
と
は
、
次
に
引

用
す
る
も
の
で
あ
る
。

鹿
苑
院
領
越
前
回
蕗
野
保
中
野
念
仏
道
場
之

事。

右
道
場
者
、
当
代
始
而
令
建
立
上
者
、
錐
有
就
惣

別
異
公
事
、
為
寺
家
之
扶
持
所
令
免
許
諾
役
也
。

然
者
修
造
勤
行
等
無
退
転
令
勤
仕
、
永
代
領
掌
不

可
有
相
違
之
状
如
件
。

泉

鯖
屋
誠
照
寺
・
中
野
専
照
寺
の
成
立
(
下
)

妙
観
一
刊
判

右
の
妙
観
書
下
状
は
、
慶
長
期
の
火
災
な
ど
で
史
料

原
本
を
紛
失
し
た
際
、
そ
れ
を
再
現
す
る
に
当
た
っ

て
錯
誤
が
生
じ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

き古 専 ねのの表そも「た頭然しな扶て蕗
る裏 照し ば安 も司 のの 雛表でなかど持の野こロ有=
か書 寺 か な 堵 、 し 事 の 百己「点し退す建保の 套
ら』がしら状不な例吋就 の 念 が な 転 る 立 中 妙 吾
、や成そなの自がは E惣登仏あがなたで野観道士

否 『立れい信然ら少く別場 道 る ら く め あ の 書 場 。f
定中しにの頼の、なで要す場と、勤にる念下守
す野たもで度感宛いあ A る之しそ仕免か仏状 JJ 

る 物と関あはが所。り茅 と 事 な の す 許 ら 道 に 百
に 語のわる残強にそ、 こ。け文べせ、場よ u 

は』 所ら 。念 い「 し のろ右れ言しし公にる
及の 伝ず な 。 道 て 五 さが道ばに、む事っと
ば記そ、 が以場「許百疑場なはとるにい
な事れ永 ら 上 」 寺 」 にわ者らい述のって鹿
いに自 享 乏にと家とはし」なくべでいは苑
でよ体 年 し よ 記 之 い 誤いといつら、て、院
あり は 聞 いっし扶う 写。、。かれ修は当領
ろ確、に と て て 持 表 が続重まのて造寺代越
う認『 中 言、い」現あい複ず不い勤家初前
。で反野 わ右るともるでし冒白る行をめ国

標浄 け野 道 ちで修
務ーら 専 ・ 右 ーにあ寺前
さはれ照第に 、創立るの節
れ大て寺二見 中 良 如 如是専か破で八
て町いに世主 野 金浄 道寺修ら門述ハ
い専ると如言 専 皇寺、とべ中
る修。 つ 浄 ょ 永 照 応 永 暦歴みいた野
の寺こて・占 享寺 永和 応代ずうよ専
でのうも第 ι 十開六十元八三もか事う照
あ正 し崇三へ 年起十一年十年含ら態に寺
る当た 拝世-+- 戊 浄四 年 壬歳甲んのを中の
。な扱す良天 午 一歳 甲 酉往辰で尊受野歴
も後 わ べ 金 町 七 。申士生八ぃ崇け専代
ち継 れ き は 専 ( 月 十一。月るすて照と
ろ者 方歴、修市十 一月 十。ぺ成寺絵
ん で に代ぃ寺野日 月廿 一 き立は像
こあょにずの物。 士 三 日 先し
こるつ位れ開語 二円 代た大
に点 て 置 も 基 』 日 の寺町
はが、付中如) う院専
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破
門
さ
れ
た
第
四
世
某
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

次
に
、
彼
ら
が
礼
拝
し
た
絵
像
に
つ
い
て
見
て
み

ト
品
、
つ
ノ

口

光

三

尊

二

三

善

導

大

師

源

空

聖

人

親

驚

聖

人

四

五

ム

真
仏
法
師
専
海
法
師
円
蓋
口
法
師

七

八

九

如
道
上
人
道
性
上
人
如
覚
上
人

.
(
中
略
)
・
:

一
、
中
野
専
照
寺
ハ
、
如
道
迄
ヲ
用
テ
、
如
道
ヲ

家
ノ
祖
ト
シ
、
七
高
祖
ト
ス
。

一
、
横
越
証
誠
寺
ハ
、
道
性
迄
ヲ
用
テ
、
道
性
ヲ

家
ノ
祖
ト
シ
、
八
高
祖
ト
云
:
・
(
中
略
)
・
:

一
、
鯖
江
誠
照
寺
ハ
、
如
覚
迄
ヲ
用
テ
、
如
覚
ヲ

家
ノ
祖
ト
シ
、
九
高
祖
ト
ス
吻

右
の
ご
と
く
に
、
善
導
|
源
空
(
法
然
)
親
驚

真
壁
真
仏
|
遠
江
鶴
見
専
海
l
三
河
和
田
円
善
に

続
い
て
、
越
前
大
町
如
道
へ
と
法
脈
が
相
承
さ
れ
、

こ
の
如
道
ま
で
を
描
い
た
七
高
祖
絵
像
が
、
中
野
専

照
寺
の
礼
拝
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
基
浄
一
は
高
祖
に
含
ま
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
帆
山
誓
願
寺
道
願

の
子
と
い
う
彼
の
血
脈
が
、
必
ず
し
も
優
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
点
、
ま
た
彼
は
晩
年
の
出
家
の
直
前

ま
で
武
士
(
俗
人
)
と
し
て
過
ご
し
て
お
り
、
「
上

人
」
号
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
点
、
こ
れ

ら
が
そ
の
原
因
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
横
越
証
誠
寺
の
門
徒
は
、
如
道
に
続
い
て

道
性
を
描
い
た
八
高
祖
像
を
礼
拝
し
、
ま
た
鯖
屋
上

野
誠
照
寺
で
は
、
さ
ら
に
如
覚
を
追
加
し
た
九
高
祖

像
を
礼
拝
し
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
彼
ら

の
血
脈
や
「
上
人
」
号
付
与
な
ど
を
根
拠
に
し
た
描

写
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

九
そ
の
後
の
専
照
寺

開
基
浄
一
に
続
く
専
照
寺
歴
代
、
お
よ
び
そ
の
後

の
動
向
に
関
し
て
、
守
中
野
物
語
』
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

源
知
寛
正
三
年
壬
午
八
月
廿
五
日
。

如
海
長
亨
弐
年
戊
申
四
月
廿
一
目
。

空
恵
永
正
十
弐
年
乙
亥
九
月
三
日
。

覚
如
亨
禄
四
年
辛
卯
二
月
七
日
。

如
空
天
文
廿
三
年
甲
寅
十
月
十
五
日
。

善
智
天
正
元
年
焚
酉
六
月
廿
一
目
。

議
口
清
天
正
十
七
年
己
丑
八
月
十
四
日
。

善
慶
慶
長
十
七
年
壬
子
八
月
十
一
日

0

.
(
中
略
)
・
・

一
、
・
:
(
中
略
)
・
:
只
今
木
田
町
ニ
専
照
寺
住
宅

之
義
ハ
、
天
正
乱
ノ
比
、
エ
モ
リ
願
奏
、
田
嶋

ノ
心
願
ト
不
和
故
、
中
野
寺
ヲ
彼
者
共
、
令
焼

失
候
故
、
木
田
辺
ニ
暫
住
仕
、
只
今
ニ
少
之
敷

地
ニ
て
罷
在
候
。
・
:
(
中
略
)
・

一
、
元
禄
弐
年
巳
極
月
、
専
照
寺
ハ
如
道
開
起
故
、

親
驚
上
人
尊
敬
申
者
ハ
背
本
意
申
段
、
阿
部
半

兵
へ
申
渡
候
。
依
之
拙
子
儀
ハ
、
午
春
改
宗
仕

候
。
併
只
今
ハ
、
専
照
寺
ニ
も
上
人
ヲ
尊
敬
可

仕
旨
、
末
学
へ
も
申
触
由
承
候
。

(
『
中
野
物
語
』
)

す
な
わ
ち
、
開
基
浄
一
の
後
の
歴
代
住
持
は
、
源

如
(
寛
正
三
年
H
一
四
六
二
没
)
、
如
海
(
長
享
二

年
H

一
四
八
八
没
)
、
空
恵
子
氷
正
十
二
年
H

一
五

一
五
没
)
、
覚
如
(
享
禄
四
年
H

一
五
二
二
年
没
)
、

如
空
(
天
文
廿
三
年
H

一
五
五
四
没
)
、
善
智
(
天

正
元
年
日
一
五
七
三
没
)
、
善
清
(
天
正
十
七
年
H

一
五
八
九
年
没
)
、
善
慶
(
慶
長
十
七
年
H
二
ハ
一

二
没
)
と
続
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
法
名
に
基
づ
い

て
考
え
れ
ば
、
源
如
如
海
、
覚
如
!
如
空
、
善
智

善
清
l
善
慶
な
ど
の
継
承
は
、
血
縁
関
係
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
空
恵
は
法
脈
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
(
養
子
か
も
知
れ
な
い
)
。

次
い
で
、
専
照
寺
が
木
田
町
に
転
ず
る
こ
と
と
な
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っ
た
契
機
に
つ
い
て
、
「
天
正
乱
ノ
比
」
に
「
エ
モ
さ
ら
に
右
の
記
事
で
は
、
一
元
禄
二
年
(
一
六
八
書
状
に
よ
れ
ば
、

リ
願
桑
・
田
嶋
ノ
心
願
」
な
ど
と
不
和
の
事
態
に
立
九
)
に
至
っ
て
「
拙
子
」
(
『
中
野
物
語
』
の
執
筆
て
私
義
、
三
門
徒
中
野
専
照
寺
流
ニ
市
御
座
候

ち
至
り
、
彼
ら
が
中
野
専
照
寺
に
火
を
放
っ
て
焼
失
者
の
こ
と
)
を
は
じ
め
と
す
る
門
徒
衆
が
、
専
照
寺
処
、
元
禄
三
年
午
二
月
、
御
本
山
へ
帰
依
仕
、

せ
し
め
た
た
め
と
さ
れ
、
木
田
に
転
住
し
て
以
来
の
は
如
道
を
開
基
と
し
て
親
驚
を
重
視
し
な
い
の
で
、
則
御
礼
首
尾
能
相
済
申
候
。
就
其
飛
橡
列
被
仰

専
照
寺
は
、
敷
地
の
狭
さ
に
難
儀
を
来
た
し
て
い
る
親
驚
を
尊
崇
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
著
し
く
附
、
難
有
奉
存
候
吻

と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
二
人
の
人
物
の
本
意
に
背
く
も
の
だ
と
の
申
し
入
れ
を
、
岡
部
半
兵
と
あ
っ
て
、
元
禄
三
年
二
六
九

O
)
二
月
に
丹
生

う
ち
「
エ
モ
リ
願
奏
」
は
未
詳
な
が
ら
、
「
田
嶋
ノ
衛
を
通
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
翌
三
年
の
春
に
「
拙
郡
末
村
の
専
超
寺
了
恩
は
、
中
野
専
照
寺
の
も
と
を

心
願
」
は
本
願
寺
派
の
但
馬
興
宗
寺
第
十
世
心
願
の
子
L

は
本
願
寺
派
に
改
宗
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
離
れ
て
西
本
願
寺
派
に
転
じ
、
そ
の
結
果
、
西
本
願

こ
と
で
あ
る
時
四
但
馬
興
宗
寺
で
は
、
第
八
世
誓
了
は
な
が
ら
そ
の
後
、
専
照
寺
も
親
驚
を
尊
崇
し
て
い
る
寺
か
ら
飛
槍
の
格
式
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

慶
長
十
三
年
二
六

O
八
)
頃
ま
で
存
命
す
る
が
、
旨
が
末
寺
へ
伝
達
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
、
と
述
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
節
に
語
ら
れ
る
内
容
は
、
前

そ
の
後
継
た
る
第
九
世
祐
了
は
早
世
し
て
い
た
。
そ
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
江
戸
時
代
に
な
引
の
『
中
野
物
語
』
に
見
え
た
「
拙
子
L

の
行
動
と

こ
で
養
子
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
加
賀
月
津
つ
て
の
専
照
寺
門
徒
衆
の
う
ち
で
は
、
親
驚
信
仰
が
全
く
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
『
中
野
物
語
』
の
執
筆

興
宗
寺
願
了
の
弟
心
願
と
、
そ
の
子
心
了
(
幼
名
幸
著
し
く
高
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
従
者
は
専
超
寺
了
恩
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

菊
)
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
心
願
は
、
一
来
の
専
照
寺
が
開
基
如
道
の
崇
拝
を
重
視
す
る
余
り
、
な
お
そ
の
作
成
の
日
時
は
、
『
中
野
物
語
』
の
本
文

応
は
興
宗
寺
第
十
世
に
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
厳
密
親
驚
信
仰
を
必
ず
し
も
強
調
し
て
い
な
か
っ
た
点
が
中
に
宝
永
二
年
こ
七

O
五
)
の
年
紀
が
三
ケ
所
に

に
は
心
了
が
成
長
す
る
ま
で
の
暫
定
住
持
の
位
置
付
批
判
さ
れ
て
、
門
徒
衆
の
一
部
が
離
脱
す
る
事
件
に
登
場
す
る
か
ら
、
宝
永
二
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

け
で
あ
っ
た
か
ら
、
慶
長
十
七
年
ご
六
二
一
)
に
発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
や
む
な
く
専
照
寺

心
了
が
成
長
す
る
に
及
ぶ
と
、
当
初
の
予
定
に
従
つ
は
、
こ
れ
ま
で
の
姿
勢
を
一
部
手
直
し
し
て
、
如
道

て
交
替
が
指
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
経
崇
拝
に
加
え
て
親
驚
信
何
を
も
重
視
す
る
と
の
方
針

緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
右
の
中
野
専
照
寺
放
火
事
件
は
、
に
転
換
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

心
願
の
暫
定
住
持
期
間
た
る
慶
長
六
年
二
六

O

な
お
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
『
中
野
物
語
』
の
執

二

i
同
一
七
年
ご
六
一
二
)
の
聞
の
事
件
と
考
筆
者
た
る
「
拙
子
」
が
誰
な
の
か
判
明
す
る
。
す
な

え

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

わ

ち

宝

永

四

年

(

一

七

O
七
)
八
月
の
専
超
寺
了
恩

77 

泉

鯖
屋
誠
照
寺
・
中
野
専
照
寺
の
成
立
(
下
)

お
わ
り
に

本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
判
明
し
た
鯖
屋
上
野
誠
照

寺
・
中
野
専
照
寺
の
成
立
、
お
よ
ぴ
両
寺
の
そ
の
後

の
推
移
に
関
し
て
、
最
後
に
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き

た
い鯖

屋
上
野
誠
照
寺
は
、

横
越
証
誠
寺
開
基
道
性
の
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二
男
如
覚
を
も
っ
て
、
そ
の
開
基
と
す
る
寺
院
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
横
越
証
誠
寺
は
、
至
徳
二
年
(
一
三

八
五
)
頃
に
道
性
が
、
大
町
専
修
寺
第
三
世
良
金

(
浄
土
宗
に
傾
倒
し
た
)
の
も
と
か
ら
離
脱
し
て
創

建
し
た
寺
院
で
あ
り
、
彼
は
新
た
な
本
寺
と
し
て
出

雲
路
牽
摂
寺
を
選
ん
だ
。
晩
年
に
寸
山
本
村
」
(
山

本
庄
水
落
村
)
に
隠
居
す
る
に
当
た
っ
て
、
彼
は
証

誠
寺
を
嫡
子
某
に
委
ね
た
ほ
か
、
三
男
道
幸
は
河
端

常
楽
寺
を
建
立
し
て
い
た
が
、
し
か
し
二
男
如
覚
は

父
と
不
和
に
な
っ
て
、
池
田
に
塾
居
し
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

如
覚
は
、
延
文
元
年
(
一
三
五
六
)
頃
の
誕
生
と

推
測
さ
れ
る
人
物
で
、
本
願
寺
覚
如
の
嫡
子
の
常
楽

台
存
覚
(
正
安
三
年
1
応
安
六
年
、
一
二
九
0
1
一

三
七
三
)
の
弟
子
と
し
て
出
家
し
た
が
、
父
道
性
と

の
不
和
が
解
消
さ
れ
る
の
は
臨
終
間
際
に
な
っ
て
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
不
和
の
原
因
は
、
父
が
奉
摂
寺
に

属
し
た
の
に
対
し
、
如
覚
が
常
楽
台
(
常
楽
寺
)
存

覚
に
帰
依
し
た
と
い
う
、
本
寺
の
相
違
に
基
づ
く
も

の
で
あ
ろ
う
。
父
の
死
後
に
如
覚
は
、
弟
道
幸
の
支

援
を
受
け
て
鯖
屋
庄
上
野
(
大
覚
寺
領
の
庄
園
、
現

在
の
惜
陰
小
学
校
校
庭
付
近
)
に
誠
照
寺
を
建
立
す

る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
応
永
年
間

(
一
三
九
四
1
一
四
二
八
)
の
中
頃
で
あ
っ
た
と
思
年
H
一
四
三
八
ま
で
存
命
)
を
捜
し
出
し
た
の
で
あ

わ

れ

る

。

る

。

彼

は

そ

れ

ま

で

大

町

左

兵

衛

と

称

し

て

梶

尾

村

誠
照
寺
は
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
に
本
寺
常
楽
寺
を
に
居
住
し
、
鞍
谷
御
所
に
勤
仕
す
る
国
侍
で
あ
っ
た

一
旦
離
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
出
雲
路
毒
摂
寺
が
、
帆
山
誓
一
願
寺
・
河
北
専
光
寺
・
若
杉
専
澄
寺
の

第
三
世
善
喜
(
横
越
証
誠
寺
を
兼
住
)
に
帰
依
し
た
三
ケ
寺
か
ら
「
付
法
」
を
受
け
る
と
い
う
変
則
的
手

た
め
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
常
楽
寺
蓮
覚
の
時
代
に
な
続
き
に
よ
っ
て
出
家
し
た
う
え
、
代
わ
り
の
新
た
な

っ
て
、
誠
照
寺
は
再
び
常
楽
寺
に
帰
参
し
た
が
、
豪
本
寺
と
し
て
は
牽
摂
寺
善
喜
(
横
越
証
誠
寺
を
兼

摂
寺
第
四
世
た
る
善
智
が
横
越
に
下
向
す
る
に
至
る
住
)
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
足
羽
郡
蕗
野

と
、
鯖
屋
誠
照
寺
は
ま
た
常
楽
寺
を
離
れ
て
豪
摂
寺
保
中
野
村
に
専
照
寺
を
創
建
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼

に
帰
属
し
た
。
『
反
古
裏
書
』
が
秘
事
法
門
と
非
難
は
あ
ら
か
じ
め
領
有
者
の
鹿
苑
寺
金
閣
に
申
し
入
れ

す
る
の
は
、
こ
の
牽
摂
寺
帰
参
(
つ
ま
り
本
願
寺
・
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
永
享
九
年
(
一
四
三
七
)
に
諸

常
楽
寺
か
ら
離
れ
た
状
態
)
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
役
免
除
安
堵
状
が
発
せ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
あ
い
に

て
文
明
二
年
(
一
四
七

O
)
に
な
っ
て
、
誠
照
寺
は
く
と
当
該
史
料
は
信
頼
性
に
乏
し
い
が
、
し
か
し
伝

鯖
屋
庄
上
野
か
ら
鯖
江
庄
下
深
江
村
に
転
じ
た
と
考
承
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
思
わ
れ

え
ら
れ
る
が
、
や
が
て
蓮
如
が
吉
崎
に
下
向
す
る
と
、
る
。

誠
照
寺
は
本
願
寺
に
帰
参
し
た
の
で
あ
っ
た
。

次
に
中
野
専
照
寺
の
草
創
は
、
本
願
寺
巧
如
が
永

享
七
年
(
一
四
三
五
)
頃
に
大
町
専
修
寺
を
破
門

(
浄
土
宗
に
傾
倒
し
て
い
た
た
め
)
し
た
こ
と
が
契

機
と
な
っ
て
い
る
。
困
惑
を
来
た
し
た
旧
専
修
寺
門

徒
衆
は
、
か
か
る
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
如
道

に
最
も
近
い
由
緒
を
持
つ
人
物
を
後
継
者
に
据
え
る

こ
と
と
し
、
帆
山
誓
願
寺
道
願
の
子
浄
一
(
永
享
十

な
お
中
野
専
照
寺
で
礼
拝
さ
れ
て
い
る
絵
像
は
、

専
修
寺
如
道
ま
で
を
描
い
た
七
高
祖
像
で
、
そ
れ
に

続
く
第
二
世
如
浄
・
第
三
世
良
金
も
、
専
照
寺
に
と

っ
て
は
一
応
崇
拝
す
べ
き
歴
代
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
肝
心
の
専
照
寺
開
基
浄
一
は
高
祖
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
彼
の
血
脈
や
経
歴
が
支
障
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
専
照
寺
住
持
は
、

源
如
|
如
海
|
空
恵
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ー
覚
如
如
空
善
智
|
善
清
|
善
慶
と
続
く
。
と

こ
ろ
が
慶
長
六
年
二
六

O
こ

i
同
一
七
年
の
聞

に
、
本
願
寺
派
の
「
エ
モ
リ
願
奏
」
や
但
馬
興
宗
寺

第
十
世
心
願
ら
に
よ
っ
て
、
専
照
寺
は
火
を
放
た
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
、
や
む
な
く
専
照
寺
は
木

田
町
に
移
転
し
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
元
禄
二
年
二
六
八
九
)
に
下
る
と
、
専

照
寺
が
親
驚
を
必
ず
し
も
重
視
し
な
い
点
に
反
発
し

て
、
丹
生
郡
末
村
専
超
寺
了
恩
が
専
照
寺
を
離
れ
、

西
本
願
寺
派
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
が
、

こ
の
専
超
寺
了
恩
こ
そ
は
『
中
野
物
語
』
の
執
筆
者

で
あ
っ
た
。
成
立
は
宝
永
二
年
こ
七

O
五
)
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

79 

、王⑬

1

専
念
寺
文
書
」
第
一

O
号
(
『
福
井
県
史
』
資
料

編
三
・
中
近
世
ご
。

⑬
「
越
前
三
門
徒
法
脈
」
(
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四

巻
、
専
修
寺
・
諸
派
)
。
絵
像
の
配
列
は
本
来
の
形
状

で
示
す
こ
と
が
困
難
な
の
で
、
便
宜
的
に
変
更
を
加
え

て
あ
る
。

⑬
拙
稿
「
戦
国
時
代
の
但
馬
興
宗
寺
」
(
『
本
願
寺
史

料
研
究
所
報
』
第
一
五
号
、
一
九
九
五
年
)

⑬
「
専
超
寺
文
書
」
第
四
号
(
『
福
井
県
史
』
史
料
編

一
ニ
・
中
近
世
ご
。
な
お
『
中
野
物
語
』
の
著
者
が
専

超
寺
の
関
係
者
で
あ
る
と
の
指
摘
は
、
早
く
に
藤
季
泣

氏
『
愚
暗
記
返
札
の
研
究
』
(
顕
真
学
苑
出
版
部
、
一

九
三
五
年
)
で
一
万
さ
れ
て
お
り
、
慧
眼
と
言
う
べ
き
で

あ

る

。

(

こ

い

ず

み

よ

し

ひ

ろ

)
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